
第１０回秋田市バリアフリー協議会　意見一覧

意　　見 回　　答
意見１　秋田駅西口バス停留所について
　最近改装され、秋田らしく木材を多用し
た秋田駅西口のバス停留所について、私見
を述べたい。
　県産品としての木材をアピールする意図
は了とするものの、木材を多用するあま
り、バス停留所全体が極めて閉鎖的となっ
ている。例えば、乗客にとってアプローチ
しつつあるバスの次の行き先が見えないと
いうのはやりすぎではないか。駅前のよう
に出入りが錯綜するバス停留所では、全体
像の把握が必要であり、臨機応変な切り替
えが頻繁に起こる場所であることを忘れて
はならない。
　一つの改善策として長いブースの中間点
に１～２ヶ所の切れ目を入れ、わざわざ両
端まで行って回り込まなくても、最短距離
でバスの選択ができるようにしたら如何で
あろうか。閉鎖的な壁の代わりにアプロー
チしつつあるバスが見えるようなシース
ルーの壁にするなどの改良を加え、選択の
窮屈さを幾分でも緩和することが必要とな
る。

・安全性を考慮したうえ、当社では現時点
　での構造が最善と考えます。ご指摘の
　あった構造上の変更を実施するには、行
　政の支援がなければ不可能です。また、
　利便性をとるため安全性を犠牲にするわ
　けにはまいりませんので、ご理解くださ
　いますようお願いいたします。
（秋田中央交通株式会社）

意見２　要望、意見の把握について
　報告事項に対する意見ではないが、各団
体からの意見や要望を十分に把握されるこ
とを希望する。

・毎年開催している当協議会等を活用し、
　各団体の皆様からの意見や要望の把握に
　努めてまいります。
　また、令和２年度末には、現秋田市バリ
　アフリー基本構想の計画期間が満了する
　ことから、関係団体の皆様へ、現構想の
　評価を主目的としたヒアリングを計画し
　ております。
（秋田市都市計画課）

意見３　新屋駅のバリアフリー化について
　現在、秋田市管内のＪＲ乗降駅でエレ
ベーター、エスカレーターを設置している
のは秋田駅、土崎駅だけである。
　新屋駅のバリアフリー化についても、以
前から、鉄道事業者に要望は出している
が、利用者数が基準に満たないという理由
から却下され続けている。
　しかし、世情の動向から、基準を見直
し、新屋駅にエレベーター等を設置しても
いいのではと考え、要望する。

・バリアフリー化などの駅舎の改修等につ
　いては、鉄道事業者が利用者への利便性
　向上を目的としたサービスとして行うも
　のと捉えております。ＪＲ東日本秋田支
　社によると、ＪＲ東日本では、１日当た
　りの駅利用者数が３，０００人以上ある
　駅から、順次、バリアフリー化の整備を
　進めているが、ＪＲ新屋駅については整
　備の対象外であることを伺っておりま
　す。
　なお、本市としましても駅施設のバリア
　フリー化は、鉄道利用者の利便性向上に
　繋がるものと認識しており、今後も引き
　続き、同社へ働きかけてまいります。
（秋田市交通政策課）
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意見４　施設のバリアフリー化について
　新設又は改装されたホテル等のバリアフ
リー化は進んでいるが、市民の憩いの場と
して親しまれている温泉の付帯した交流施
設はまだまだ不十分である。
　私たち民間の団体からの要望はあまり効
果が望めないので行政からの力添えを望
む。

・本市は「エイジフレンドリーシティ（高
　齢者にやさしい都市）」の実現を目指し
　ており、本市と連携し、高齢者や障がい
　のある方にやさしい取組を行う事業者等
　をエイジフレンドリーパートナーとして
　登録しております。
　パートナーの中には、入浴施設を経営し
　ている事業者もおりますので、毎年開催
　している研修会やパートナーとしての取
　組について相談があった際など、機会を
　捉え、働きかけてまいります。
（秋田市長寿福祉課）

意見５　思いやり駐車場について
　新市立病院建設に伴い車いす及び思いや
り駐車場が設置され感謝する。
　車いす駐車場については利用台数の見込
み等の問題があるとは思うが、概ね利用者
は納得すると思う。ただ、思いやり駐車場
については、総合病院の特性上、肢体機能
障害者、高齢者、妊婦、その他緊急性のあ
る病者等が集まり、駐車スペースが不足す
ることが考えられる。
　そこで、現状、思いやり駐車場をどのよ
うに取り扱うこととしているのか教えて欲
しい。また、供用した後、駐車スペースが
不足するようなことがあれば、対応を検討
してほしい。

・新病院の思いやり駐車場については、原
　則、秋田県の障害者等用駐車区画制度に
　おける利用証の交付要件に該当する方を
　利用対象としております。
　令和２年２月に供用開始した立体駐車場
　には、思いやり駐車場を１２台分確保し
　ており、新病院開院後の令和６年に整備
　される平面駐車場には、６台分確保する
　予定です。平面駐車場供用開始後に、思
　いやり駐車場が不足した場合は、追加を
　検討してまいります。
（秋田市福祉総務課）

意見６　重点整備地区における特定事業が
全体的に完了したとされている件について
　資料を見ると、重点整備地区における特
定事業が完了したとされているが、高齢者
や障がい者等の当事者による検証をした結
果、完了としているのか。

・特定事業として位置付けた事業につい
　て、完了した際に高齢者や障がい者等の
　当事者との検証は行っておりませんが、
　令和２年度に現基本構想の評価を主目的
　にした、各団体へのヒアリング調査を計
　画しております。その中で、特定事業の
　結果も含めて、現バリアフリー基本構想
　について、検証および評価をいただきた
　いと考えております。
（秋田市都市計画課）

意見７　多機能トイレについて
　多機能トイレは、その名のとおり、多様
な特性を持つ人々が使いやすいものでなけ
ればならない。便器の高さや手すりの位
置、扉の鍵の位置など、実際に使う人の意
見を聞き、整備してほしい。
　また、多機能トイレを本当に必要として
いる人のことを考え、利用する際は適正な
利用を望む。

・多機能トイレの適正利用については、平
　成３０年度から広報あきたを用いて周知
　を図っています。また、市施設に設置し
　ている多機能トイレには、適正利用に関
　するポスターを掲示しております。一人
　ひとりの意識啓発については、長期的に
　取組む必要があることから、今後も同取
　組みを継続してまいります。
（秋田市都市計画課）
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意見８　移動支援事業について
　車いす生活者への対応はどのようになっ
ているのか。

・移動支援事業は、障がい者が自立した日
　常生活および社会参加を営むことができ
　るよう、外出時にガイドヘルパー等が同
　行し、移動の支援を行うものであり、車
　いす生活者についても、利用条件に合致
　し、事前に申請していただければご利用
　できますので、活用をご検討の際は、秋
　田市障がい福祉課までお問合せください
　ますようお願いいたします。
（秋田市障がい福祉課）
　

意見９　バリアフリー教室について
　バス業者との共同で行う疑似体験を含め
たバリアフリー教室について、車いす生活
者からはどのような人が参加し、どのよう
な意見が出されているのか。
　もし、誰も参加していないということで
あれば、実際に車いす生活者が参加し、体
験して見せたり、講演した方が、障がい者
の移動等がいかに困難かイメージしやすい
と思う。

・バスまつりでのバリアフリー教室は、こ
　れまで高齢者疑似体験でのバスの乗降を
　主に行ってきたため、車いす生活者の方
　の参加はございませんでした。
　共生社会実現に向けて、車いすによるバ
　スの乗降などの大変さを知ってもらう機
　会としても、バスまつりでのバリアフ
　リー教室等を活用し、当事者団体様と連
　携した取組みを推進していければと思い
　ます。
（秋田運輸支局）
・本市においても、毎年、秋田市社会福祉
　協議会、秋田運輸支局、バス事業者およ
　びハイヤー協会等と協力し、小学生を対
　象としたバリアフリー教室を開催してお
　ります。本年度は、秋田市身体障害者協
　会様にも講師としてご協力いただいてお
　り、今後も当事者団体様との連携した取
　組みを検討してまいります。
（秋田市都市計画課）
　意見10　ＵＤタクシーの料金等について

　タクシーの後部からリフトで乗降できる
タクシーの利用時間（土日）および利用料
金は統一できないのか。

・利用時間について、勤務交番表により、
　乗務する担当者が決まっており、担当者
　が土日に休みの際は、対応できない場合
　があります。そのため、土日にご利用の
　際は、事前に予約をいただければ幸いで
　す。
（秋田県ハイヤー協会）
・利用料金について、「一般乗用旅客自動
　車運送事業」の運賃料金は、認可運賃と
　なっており、別添の「公定幅運賃の範
　囲」から各事業者が設定することになり
　ます。
　現在、秋田交通圏の事業者は、全て上限
　運賃を設定しています。
　ただ、タクシーメーターは、距離制と時
　間距離併用運賃で算出されますので、信
　号待ちや渋滞時にタクシーが停車してい
　る場合など、時間が計測されますので、
　同じ区間を走行しても差異が生ずる場合
　があります。
（秋田県ハイヤー協会）
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意見11　バリアフリー化について
　当事者の目線に立って一緒に考え、意見
を交換しながら進めて欲しい。多少時間を
費やしても、実際に使えるものを造ってく
れることを切望する。

・毎年開催しております当協議会等の機会
　を捉え、当事者団体の皆様の意見を事業
　者へと伝え、バリアフリー環境の整備に
　努めてまいります。
（秋田市都市計画課）

意見12　ＵＤタクシーの周知について
　車いす利用者等、誰もが利用可能なＵＤ
タクシーの利用の周知を図って欲しい。

・ＵＤタクシーの利用の周知については、
　当事者団体様を通じて各利用者に周知さ
　れるように各団体の皆様との連携を図っ
　てまいります。
（秋田市都市計画課）
・国の公示等により、事業用自動車の表示
　等が定められており、ＵＤタクシー車両
　を導入している事業者は、車体表示を行
　っています。
（秋田県ハイヤー協会）

意見13　タクシー乗務員に対するバリアフ
リー研修について
　タクシーの乗務員はバリアフリー研修を
実施しているのか。

・導入事業者では、計画的に実車研修等を
　実施しております。特に国の補助金を受
　ける事業者は、補助金を申請する際の要
　件となっています。
　また、「ユニバーサルドライバー研修実
　施団体」として認証（平成２９年７月）
　を受けている（一社）秋田県ハイヤー協
　会は、不定期ではありますが、必要に応
　じて研修会を開催することにしておりま
　す。
（秋田県ハイヤー協会）
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